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Synopsis   

Speciescompositionoforibatidmiteswasinvestigatedinthesubalpinezoneabove  
theforestlimit of Mt．Hakkoda－San，Mt．Iwate－San and Mt．Akita－komagatakein  

NortheastJapan．Theoribatid fauna of the subalpine zone showed the followlng  
features：（1）Ahigherpercentageinthespeciesnumber of Poronota and alower  
percentageofGymnonota，（2）AnincreaseinthespeciesnumberofthefamilyCera－  

tozetidae，（3）AdecreaseinthespeciesnumberofthefamilyOppiidae，（1）Ascarcity  
ofEuphthiracaridae，OtocepheidaeandHaplozetidaewhichappearcommonlybelow  
themontanezone，（5）Alack ofLiacarusnitens andLiacarusye20enSiswhichare  

distributedinthesubalpinezoneoftheChubu，KantoandHokkaido－districts・The  

＄PeCiescompositionoforibatidcommunitiesisrelatedtothestructureandformof  
vegetation・The tendency has also been foundin the oribatid communitiesin the  
subalpine zone of Mt・Asahi－dake，Mt・Iide－San and Mt・Azuma－Saninvestigated  

PreViously．  

が，各山岳のササラダニ相の特性とともに全出現種の  

分布状況を改めてまとめたものである。   

本稿に入るに先立ち，ササラダニの分類・同定をは  

じめ研究面で終始変らぬ御指導を賜わっている横浜国  

立大学青木淳一教授に感謝の意を表したい。また，八  

甲田山の一部と岩手山における野外調査に御協力いた  

だいた名古屋植木株式会社の堀田和裕氏に感謝したい。  

はじめに  

本州中部から関東，東北地方における森林限界以上  

の高山・亜高山帯のササラダニ相の生態分布について  

概略をまとめたことがある（原田，1988）が，その報  

告では資料数が多すぎ，出現頻度があまり高くない種  

については割愛せざるを得なかった。しかし，群集の  

種組成を研究する上では，このような優勢でない種に  

っいても分布情報が必要とされるし，また，地域別，  

県別などのリストを作成する際にもその情報は重要と  

なる。   

ここで調査対象とした八甲田山，岩手山，秋田駒ヶ  

岳の三山岳については一部既発表となる（原田，1988）  

調査地および調査方法  

調査地は東北地方北部に位置する八甲田山，岩手山  

および秋田駒ヶ岳の三山岳である。八甲田山では酸力  

湯～仙人岱～大岳のルートで6地点，田茂泡岳～赤倉  

岳～井戸岳～毛無岱のルートで13地点，岩手山では  

東斜面の柳沢登山道沿いで14地点（森林植生4地点  

を含む），秋田駒ヶ岳では男岳やアミダ池周辺を中心  

に14地点の計47地点で調査を行った。   

土壌資料の採取地点は，岩手山での4地点を除きい   
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ずれも森林限界以上の亜高山帯に生育する植物群落を  

対象とした。調査地点の標高や植生および資料採取日  

は以下のとおりである。  

〔八甲田山〕   

弘前2：仙人岱，1330m，イワイチョウーショウジョ  

ウスゲ群落，1980年7月23日   

弘前39：上毛無岱，1230m，ワタミズゴケーヌマ  

ガヤ群落，1982年9月6日   

弘前6：大岳，1500m，コメバツガザクラ群落，  

1980年7月23日   

弘前35：大岳ヒュッテ付近，1430m，ガンコウラ  

ンーミネズオウ群落，1982年9月6日   

弘前32：赤倉岳，1520m，ガンコウランーミネズ  

オウ群落，1982年9月6日   

弘前34：井戸岳，1475m，コメバツガザクラ群落  

1982年9月6日   

弘前5：大岳，1540m，ガンコウラン群落，1980  

年7月23日   

弘前31：赤倉岳，1540m，ハイマツ低木林，1982  

年9月6日   

弘前7：大岳，1300m，ハイマツ低木林，1980年  

7月23日   

弘前36：大岳ヒュッテ付近，1430m，ハイマツ低  

木林，1982年9月6日   

弘前30：田茂滝岳～赤倉岳，1365m，ハイマツ低  

木林，1982年9月6日   

弘前3：仙人岱～大岳，1370m，ミネヤナギーミネ  

カェデ群落，1980年7月23日   

弘前4：大岳，1580m，ミヤマハンノキ低木林，  

1980年7月23日   

弘前40：上毛無岱，1160m，ミネカエデ低木林，  

1982年9月6日   

弘前41：上毛無岱，1110m，ミヤマナラ低木林，  

1982年9月6日   

弘前33：井戸岳，1515m，ミネヤナギ低木林，  

1982年9月6日   

弘前42：下毛無岱，985m，オオシラピソ低木林  

（植生高3m），1982年9月6日   

弘前38：大岳ヒュッテ～上毛無岱，1290m，オオ  

シラピソ低木林（植生高 3．8m），1982年9月6日  

弘前37：大岳ヒュッテ～上毛無岱，1410m，オオシ  

ラピソ低木林（植生高2m），1982年9月6日  

〔岩手山〕   

盛岡29：1920m，ミヤマクロスゲ群落，1982年9  

月8日   

盛岡31：1880m，ヒメノガリヤス群落，1982年9  

月8日   

盛岡33：1810m，ハイマツ低木林，1982年9月8   

日   

盛岡30：1890m，ハイマツ低木林，1982年9月8  

日   

盛岡32：1850m，ハイマツ低木林，1982年9月8  

日   

盛岡34：1770m，ミヤマハンノキ低木林，1982年  

9月8日   

盛岡35：1750m，ナナカマドーミヤマハンノキ低  

木林，1982年9月8日   

盛岡36：1700m，ミヤマハンノキ低木林，1982年  

9月8日   

盛岡37：1630m，ミネヤナギ低木林，1982年9月  

8日   

盛岡38：1520m，ミヤマハンノキ低木林，1982年  

9月8日   

盛岡39：1435m，ダケカンバ林（植生高6m，胸  

高直径35cm），1982年9月8日   

盛岡40：1320m，ダケカンバ林（植生高7m，胸  

高直径35cm），1982年9月8日   

盛岡41：1060m，ミズナラ林（植生高11m，胸高  

直径25cm），1982年9月8日   

盛岡42：840m，ミズナラ林（植生高16m，胸高  

直径40cm），1982年9月8日  

〔秋田駒ヶ岳〕  
提   

秋田6：1540m，ガンコウランーミネズオウ群落  

1980年7月26日   

秋田9：1530m，ウサギギクーチングルマ群落，  

1980年7月26日   

秋田2：1590m，トウゲブキーハクサンフウロ群落，  

1980年7月26日   

秋田3：1570m，コタヌキラン群落，1980年7月  

26日   

秋田12：1490m，モミジカラマツーイワノガリヤ  

ス群落，1980年7月26日   

秋田10：1510m，モミジカラマツ群落，1980年7  

月26日   

秋田4：1580m，ミヤマネズ低木林，1980年7月  

26日   

秋田7：1530m，ハイマツ低木林，1980年7月26  

日   

秋田5：1570m，ハイマツ低木林，1980年7月26  

日   

秋田1：1590m，ハイマツ低木林，1980年7月26  

日   
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のそれぞれの群の種数割合を比較するMGP分析Ⅰ  

（青木，1983）を行なってみると，図1のようになる。  

いずれの種数割合も20％以上，50％未満となり，0  

型に類型化される。これは森林限界以上の植生域の典  

型的なタイプを示している。  

秋田13：1360m，ミヤマハンノキ低木林，1980年  

7月26日   

秋田11：1510m，ミヤマハンノキ低木林，1980年  

7月26日   

秋田8：1550m，ミヤマハンノキ低木林，1980年  

7月26日   

秋田14：1220m，チシマザサ群落，1980年7月26日   

土壌資料はいずれも青木（1978）の拾取り法により  

採取し，各調査地点において約2ゼはどの資料を得た。  

資料は航空貨物か宅配便にて横浜に輸送し，採集日の  

翌日には内径30cmのTullgren装置（土壌動物抽出  

装置Oribatec3010）に投入された。40W電球を3日  

間照射してササラダニ類を抽出した。  

」
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結果および考察  

八甲田山，岩手山および秋田駒ヶ岳の三山岳の森林  

限界以上の亜高山帯43地点から合計125種のササラ  

ダニ類を採集した。この中，ナミダルマヒワダニ属  

エioc如九or血s，ヒメツノジュズダニ属月少po血－  

mαe比g，オニジュズダニ属勒fdαmαe乙‘β，ジュズダ  

ニ属月e路α，マドダニ属蝕cねわe彷eヱ払，オトヒメ  

ダニ属励ゐe～oriむαねSなどは集合プレパラートでの  

種の同定が困難なため数種を一括して一種として扱っ  

た。サンプリングは拾取り法を採用したため個体数は  

考慮せず，種の存否だけを重視した。   

1．全般的特徴   

（1）種類数   

合計種数は調査地点の多い八甲田山で多く，1地点  

あたりの平均種数は岩手山が最も多いが，共に大きな  

違いは認められない。しかし，八甲田山や秋田駒ヶ岳  

のイワイチョウ，ヌマガヤ，チンダルマの優占群落な  

どの雪田植生ではササラダニ種数が極端に少なくなっ  

ている。   

（2）MGP分析   

ササラダニ類を系統分類学的に接門類（M群），無  

翼類（G群），有翼類（P群）の3群に区分した場合   

表1三つの山岳の森林限界以上の亜高山帯における  

ササラダニ類の種数  

図1MGP分析  

（3）コバネダニ科の種数の豊富さ   

森林限界以上の高山・亜高山帯のササラダニ相の特  

徴の一つとして，コバネダニ科に属する種が多く出現  

することが知られている（原田・青木，1982；青木・  

原田，1983；原田，1988）。ここでも6属11種の生息  

が確認され，本州中部や東北南部の山岳と同じ傾向が  

認められる（表2）。  

表2 コバネダニ科各種の出現状況  

謝査地  秋
田
駒
ヶ
岳
 
 

岩
手
山
 
 
 

八
甲
田
山
 
 コバネダニ科の種名  

CerαtOZeteSmediocriさ  

CerαねZe亡esgrαC£gね  

Ceratozetessp．C  

CerαわZe亡eβSp∴K  

CerαわZe亡egJαSp．B  

刀iαp亡eroと〉αとe8Uαriαわ孟gi8ん0几Sゐぴe71ぶよぶ  

♪£印加roあαねβノ8pO几わαS  

フナね九or沌α亡esrααぶe那孟ぶ  

フナわゐorよわαfe5αわわαS  

Oceさ0むαfeβゐαmαdα£  

〟eJα花OZe亡e8merよd孟α乃びβ  

0
 
0
0
 
0
 
0
 
 

0
0
0
0
0
 
0
0
 
0
 
 
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
 

合 計 種 数   

八甲田山   岩手山  秋田駒ヶ岳  

調査地点数  19  10  14  

合計種数●  89  83  77  

平均種数●   21．0±8．2  28．7±4．8  23．6±5．4  

種数範囲  6～31  20～38  10～31  

（4）ツブダニ科の種数の減少   

低地帯や山地帯と比較して亜高山帯以上ではツブダ  

ニ科の種数が著しく少ないことが知られている（原田・  

青木，1982；原田，1988など）。この傾向は東北妙づ  

北部の山岳でも認められる（表3）。山岳別に矛こも   
＊エわe如ん07血s，月）podαmαeαβ，勒i血mαeα8，βαCわむe路egゎ   

などの複数種には区分可能な範囲の最低種数を加算してある  
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八甲田山の4種，岩手山と秋田駒ヶ岳の3種と少なく，  

また，1調査地点では3種が最高で全くいない地点も  

存在する。平均種数は1．2～1．6種と極めて低い値を  

示している。   

種数が少ない上に，ナミツブダニ伽ieヱZα几0ひα  

やヨスジップダニ 恥αdroppiαq㍑αdricαri花α£αな  

ど適応力の強いコスモポリティツクな種がどこにも出  

現しているのが特徴である。  

表3 亜高山帯におけるツブダニ科の種数  

出現頻度もきわめて低く，東北北部では今のところ皆  

無で，南部の山岳（青木・原田，1983）でも朝日岳の  

1770mと，1430mのわずか2地点で採集されたにす  

ぎない。南北合わせて98地点のうちの2地点で，し  

かも1種であるところをみると，東北地方の高海抜地  

はコソデダニ科の種にとっては生息しにくい環境とい  

えよう。   

（8）ツヤタマゴダニ属2種の欠如   

中部や関東地方の寒冷な気候域に普通に生息してい  

るツノツキタマゴダニエiαCαr乙‘S花如几Sは，至仏山  

（2228m）や燵ケ岳（2346m）を分布の北限として，  

それ以北の東北や北海道からの採集記録がないことが  

報告されている（原田，1988）。   

また，本州中部地域では標高2000m以上に分布す  

るエゾタマゴダニエッezoer乙Sisも東北の山岳からは  

採集されていない。調査地は朝日岳（12地点），飯豊  

山（17地点），蔵王山（8地点），吾妻山系（14地点），  

八甲田山（19地点），岩手山（14地点）および秋田駒  

ヶ岳（14地点）をはじめとして未発表の早池峯山，  

五葉山，鳥海山，栗駒山，月山などの資料を加えると  

150地点以上となる。しかし，これらの地点からは一  

頭も見つかっていない。一方，北海道では雌阿寒岳や  

桧山地方（Fujikawa，1974），雄阿寒岳（又吉・西  

川，1981），襟裳岬から根室に至る道東海岸線（大西，  

1984）および羊蹄山（原田未発表）など広い地域で本  
亜  

種の生息が確認されている。   

ツヤタマゴダニ属2種の欠落は，東北地方の高海抜  

地域のササラダニ種組成の特徴の一つとなる。  

（9）ハナビラオニダニの出現状況   

アミメオニダニ属Ⅳ0£九r弘Sは，寒冷な気候域を中  

心に分布するグループであるが，我が国のハナビラオ  

ニダニ凡わiciヱiα£㍑Sだけは例外で，山地帯以下の冷  

温帯や暖温帯を中心にさまざまな環境に幅広く生息し，  

適応幅の広い種となっている。しかし，標高1500m  

のブナ林を分布の上限として，本州中部の亜高山帯以  

上の地域にはほとんど分布していない（原田，1988）。  

ところが，東北地方の山岳では朝日岳，蔵王山，一切  

経山などからわずかではあるが採集されている（青木・  

原田，1983）。今回の調査でも八甲田山と岩手山の低  

木林で生息が確認され，東北地方では南部・北部とも  

亜高山帯以上に本種が分布することが判明した。なお，  

東北地方での分布上限は南部では一切経山の1850m，  

北部では岩手山の1750mの地点となる。また，本種  

が生息する植生は，ハイマツ，ミネヤナギ，ミヤマハ  

ンノキ，マルバシモツケなどの低木林と，ガンコウラ  

ンやクロマメノキなどの矯性低木群落で，いずれの地   

調 査 地  八甲田山  岩手山  秋田駒ヶ岳  

合 計 種 数  4  3  3  

1地点の種数範囲   0～2  0～2  1～3  

1地点の種数平均  1．2  1．2  1．6   

（5）ヒメへソイレコダニの減少   

森林限界以上の高山・亜高山帯においては，ヒメへ  

ソイレコダニ月んッβ0£ri££ααr血αの出現頻度や個体  

数が極端に減少することが報告されている（青木・原  

田，1983）。ここでも岩手山と秋田駒ヶ岳からは全く  

出現せず，八甲田山の3地点〔コメバツガザクラ群落  

（1475m），ミネカエデ群落（1160m），オオシラピソ  

低木林（985m）〕からわずかに7頑得られたにすぎ  

ない。   

また，これらの個体はいずれも第Ⅰ脚が2爪，第ⅠⅠ  

～ⅠⅤ脚が3爪のタイプのものばかりで，全脚が1爪  

の型のものは採集されていない。現在まで1爪タイプ  

のものは中部山岳地域も含め高山・亜高山帯からは確  

認されていない。   

（6）イカダニ科の欠如   

本州中部や関東地方の山地帯や低地帯に普通に生息  

するヒョウタンイカダニ属刀0ヱ王cんeremαe乙Jβ，コン  

ボウイカダニ属ダisg王c呼んe乙J5，オオイカダニ属肋－  

gαわねC印んe㍑Sなどのイカダニ科の種類が，本地域  

ではほとんどみられず，わずかに八甲田山の1300m  

地点でダiβS£c呼んel↓SSp．Xが出現したにすぎない。  

東北地方南部の山岳（青木・原田，1983）では一種も  

確認されていないところをみると，東北地方の森林限  

界以上の高海抜地は，イカダニ科の種にとっては寒冷  

すぎて不適当な地のようである。   

（7）コソデダニ科の欠如   

高山・亜高山帯で劣勢となるササラダニ類にツブダ  

ニ科やイカダニ科のはかにコソデダニ科が存在する  

（原田，1988）。東北の山岳でもコソデダニ科は種数も  
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物の少ない植生域15地点からは1頭も得られていな  

い。このように東北地方の山岳でも森林限界以上の亜  

高山帯に分布するが，生息場所は植生に支配されてい  

ることが判明した。  

2．山岳別の特徴   

（1）八甲田山のササラダニ種組成   

尾根筋の風衝作用の強い乾燥した立地には，ハイマ  

ツ群落に接してコメバツガザクラやガンコウランの優  

占する燻性低木群落が生育している。ここは絶えず強  

風にさらされているため，植生高が極端に低く，10cm  

前後のところが多い。また，ハナゴケやムシゴケのよ  

うな地衣類が豊富で，独特な環境を形成している。こ  

こには湿性草地や樹高 0．6m以上の低木林では生息  

点も落葉が豊富に堆積しているところが共通している。   

（10）キシダイレコダニの出現状況   

キシダイレコダニ〟αerゐeわ£ri£iαゐfs九idαfは，  

本州中部地域では高山・亜高山帯を中心に分布してい  

る（原田，1988）。そこの植生は亜高山針葉樹林とそ  

れに接続するオオシラピソやハイマツの低木林および  

ミヤマハンノキ，ミネヤナギ，ミネカエデなどの優占  

する落葉低木林であり，高茎草原，広葉草原，雪田植  

生，砂礫地植生など堆積有機物の少ないところでは生  

息していない。   

本調査では19地点から採集されているが，ハイマ  

ツを中心とする針葉樹低木林から7地点，ミヤマハン  

ノキを主体とする落葉低木林から12地点となり，中  

部地域と同じような環境から出現している。堆積有機  

表4 八甲田山のササラダニ群集の種組成の一部  

資 料 番 号 （弘前）   2 39 6 353234 5 317 3630 3 33 4 3740413842   

優 占 植 物   イ ヌ コガガコガハハハハミ ミ ミ オ ミ ミ、オオ  

ワマ メ ン ン メ ン イ イ イ イ ネ ネヤオネヤオオ  
イ ガバコ コバコ ママママヤヤマ シ カ マ シ シ  

チャツ ウ ウ ツ ウ ツ ツ ツ ツナナハラ エナララ  

ヨ  ガラ ラ ガラ  ギギン ビデラ ビ ビ  

ウ  ザ ン ンザン  ノ ソ  ソ ソ  

ク  ク  キ 

ラ  ラ   

1．Trichoribatesrausensis   
2．Oribatulasp．C  

3．Allomycobateslichenis  ・＋ ＋ ＋・＋・  

4．杜aerkelotritiakishidai   ＋・＋ ＋ ＋ ＋ ＋・・＋・＋   

5．Hypodamaeusspp．  ＋ ＋・＋ ＋ ＋ ＋・  ・十 十   

6．Heminothruspeltiferjaponensis  ＋ ＋・＋・  ・＋ ＋ 十 ＋   

7．Epidamaeusspp．  ・＋  

8．Achipteriasp．D  ・＋ ＋ ＋・＋・  ・＋・＋   

9．Chamobatessp．C  ＋ ＋ ＋・    ・＋・・＋・   

10．Belぬspp．  ＋・＋ ＋・    ・＋ ＋・   

11．Oritx）tritiatokukoae  ＋・・＋ ＋ ＋・＋・   

12．Epilohmanniasp．I）  ・＋・  ・＋・＋ ＋  

13．Nothrussilvestris  ＋ ＋ ＋i   

14．Allosuctobelbasp．C  ＋ ＋ 十・   

15．Liacaruscontiguus  

16．Diapterobatesvariabilishonshuensis  ・＋・  

17．Ceratozetessp．C  ＋ ＋ ＋ 十 ＋・＋ ＋   

18．Hypochthoniellaminutissima  ＋ ＋ ＋・  ・＋・   

19．Apolohmanniagigantea  ・十 十・・＋・   

20．比elanozetesmeridianus  ・＋・  ・＋・＋ ＋・   

21．Protoribtritiasp．A  ・十・・＋ ＋  

22．Tegoribatestrifolius  
23．Chamobatespusillus  
24．Cepheuslatus  ＋・＋・   

25．Carabodespeniculatus  ＋・・＋   

26．Cultroribulasp．F  

27．Phthiracarusjaponicus  
28．Amerussp．A  ＋ ＋ ＋ ＋       ・＋ ＋ ＋                     ・＋ ＋・       ・＋・＋       ・＋・＋  

合 計 種 数   611812171台18283030311330182922252825  

l
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図2 岩手山東斜面におけるササラダニの垂直分布．1～31は種類を，●印は森林限界以上の植生域  

の，■印は森林域での分布を示す。  
1．Trichoribates rausensis，2．Ceratoppla SeXPilosa，3．Heminothrus peltifer  
JaPOpenSis，4．Hermanniagibba，5．Camisiabiurus，6．Hypochthoniellasp．A，7．  

Ceratozetella・Sp．B，8．Cqpheu・SSp．F，9．Diapterobatesl）ariabilishonshuensis，10．  

Oriわ0£ri己iα庫乃花£cα，11．Ⅳ0£ん「乙↓SS肋es£ris，12．Pαrdp如ん‡rαCαr乙JSSp．H，13．Cerαね一  

々扉αわわfヱis，14．Acん如eriαSp．D，15．伽oc如ん0几i比S r乙（ルヱ比β，16．肋erゐeヱ0れ最α  

ゐ王s最dαi，17．」軌岬eヱqpざSp．1，18．エわc′助071i㍑βm乙↓gCOr乙↓m，19．エiαぐαr乙JSαC乙‘£ide几S，  
20．Ceratozetessp．K，21．Ceratozetessp．C，22．BbilohTnalmiasp．D，23．Cultroribula  

£「£deJ扉α£α，24．月セmi花0孟九「乙JSツαmαSαたii，25．Cαrαわode5rimos沈Srfmos弘S，26・且叩eわー  

PSSP．3，27．EreTnObelbajaponica，28．ATneruSSP．A，29．Metaphthiracarusbacilla－  

と㍑S，30．月九ッ50£ri£iααrd㍑α，31．Ⅳeoriわα£esro払わαヱi  

地に生育する低木林はケタカムリダニ7セgeoze£eβ  

£r拘ヱi比βはか6種（表4の22～28）により特徴づけ  

られる。   

このようにササラダニ種組成は，植生の構造や形態  

に大きな影響を受けている。しかし，森林限界以上に  

生育する風衝燻性低木群落や低木林のササラダニ群集  

は，同じ種組成を形成するとは限らず，山岳によって  

少しずっその組成を異にしている。   

（2）岩手山におけるササラダニ類の垂直分布   

岩手山の東斜面における森林限界は，標高1450～  

1500m付近に見られる。それより高海抜地ではミヤ  

マハンノキやミネヤナギの優占する低木林，低海抜地  

ではダケカンバ林やミズナラ林となっている。森林限  

界を境にササラダニ種組成が異なることは知られてい  

る（原田，1980）が，岩手山においても顕著に現われ   

していないか，存在しても出現頻度の低いラウスコバ  

ネダニ7ナic九oriわα£esrα弘Se花5i5，コイタグニ属の一  

種Oriわα山王αSp．CおよびイオウゴケダニA〃0－  

mッcoわα£egヱfc九e71王sが生息し，矯性低木群落のササ  

ラダニ種組成を特徴づけている。植生高0．6m以上の  

低木林になると，キシダイレコダニ〟αerゐeわー  

れ最αたis九idα王をはじめとする多くの種の生息が可  

能となり（表4の4～12の種），群集構成種数も増加  

する。低木林の中でもハイマツ群落とそれ以外の低木  

林とは種組成は異なり，前者はへラゲオニダニⅣ0£んr乙‘β  

siヱues£rfgはか3種，後者はコバネダニ属の一種  

CerαわZeね5Sp．Cはか4種の存否によって区分され  

る。ハイマツ群落のササラダニ種組成が他の低木林と  

異なるのは，林床が未分解の針葉の落葉で厚く覆われ，  

特異な環境を形成しているからである。さらに，風背  
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いくつかの種は山地帯からも出現するであろう。   

一方，エリナシダニ属の一種Amer比SSp．Aやオ  

オイレコダニ肋亡qp如最rαCαr比SわαCi〃α£比Sなど4  

種は標高1440mのダケカンバ林を分布の上限として  

いる。ヒメへソイレコダニ月わ′β0£r亘よまααr血αは亜  

高山帯以上の高海抜地での採集記録が少ないことばす  

でに述べられているが，岩手山においても山地帯の森  

林植生域を分布の上限としている。   

垂直的に幅広く分布している種群には，ナミツブダ  

ニ（わpieヱエα花0ひαやクワガタダニrecねC印九eus  

ueヱα孟㍑βなどコスモポリティツクなもののはかに，ヒ  

ワダニモドキ伽oc加ゎ0花ieエヱαmi几㍑£issimα，コ  

ロポックルダニAme£rqproc己比Sre正c最α比はなどが  

ある。コロポックルダニは中部や関東では森林限界以  

上の高海抜地だけに分布するが，ここでは山地帯のダ  

ケカンバ林やミズナラ林にも生息している。  

ている（図2）。図2の中の1～16の種は森林域では  

欠落し，森林限界以上の低木林や草地を特徴づけるサ  

サラダニ種となっている。中でもラウスコバネダニ  

7ナfc九or沌αねS rαはSe71Sよs，ホンシュウコバネダニ  

刀iq卯erobα£esuαriαbfエisん071Sん㍑erほis，ツノバネ  

ダニ属の一種Ac九如eriαSp．D，キシダイレコダニ  

〟αerゐeわ£rifiαゐis九idαiなどの種は，本州中部地  

域においても標高2000m以上の高山帯や亜高山帯に  

分布する代表的なものである（原田，1988）。   

また，ムツゲリキシダニCerα£qpp‡αSeズp〃0ざα，  

ヒラタオニダニ月bmi花0王んr乙エSpeヱ£折りqpo71e71ぶis，  

オナガオニダニCαmiざよαわ王αr㍑β，フトゲイレコダ  

ニOriわ0けi正αβ几れicαなどは，亜高山帯に限らず山  

地帯まで分布する種（原田，1988）であるが，ここで  

はダケカンバ林やミズナラ林の山地帯では採集されて  

いない。これは山地帯の資料が十分多くないためで，  

表5 秋田駒ヶ岳のササラダニ群集の種組成の一部  

資 料 番 号 （秋田）   1 5 7 4 6 3 2 9 121013 8 1114   

優 占 植 物   ハ 八 八 ミ ガ コ ト ウ モ モ ミ ミ ミ チ  

イ イ イ ヤ ン タ ウ サ ミ ミ ヤ ヤ ヤ シ  

マ マ マ マ コ ヌ ゲ ギ ジ ジ マ マ マ マ  

ツ ツ ツ ネ ウ キ ブ ギ カ カ ハ ハ ハ ザ  

ズ ラ ラ キ ク ラ ラ ン ン ン サ  

ン ン  マ マ ノ ノ ノ  

、ソ ツ 

1．Liacarusacutiden   ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ・   
2．Eupterotegaeusarmatus   ＋ ＋ ＋ ・ ＋ ・ ＋ ・   
3．Oribotritiafennica   ＋ ・ ＋ ＋ ・ ・ ＋ ・   

4．Heninothrus minor   ・ ＋ ＋ ・ ＋ ＋ ・   

5．Allosuctobelbasp．C   

6．Allomycobateslichenis   
7．Hermanniagibba   
8．Ametroproctusreticulatus   ＋ ＋ 十 十 ・    十 ＋ ・ ・ ＋ ・    ＋、＋ ・    ＋ ・   ・ ＋ ・   
9．Carabodespeniculatus   ・ 十 ・ ＋ ・   

10．Ceratozetessp．C   
11．Synchthoniuscrenulatus   
12．Hypochthoniusrufulus   ・ ＋ ・ 十 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋    ・ ＋ ＋ ・ ＋ ・    ■  ＋ ・    ・ ＋ ・ ・ ＋ ＋ ＋ ・   

13．Oppianeerlandica   
14．Trhypochthoniusjaponicus   ・ ＋ ＋ ・ ＋ ・    ・ ＋ ＋ ＋ ・   

15．Nothruspalustris   
16．Paraphthiracarussp．H   

17．Trichoribatesalpinus   
18．Pergalumnasp．S   

19．Brachychochthoniusaokii   ・ ＋ ＋ ＋ ・    ・ ＋ ＋ ＋ ・    ・ ＋ ＋ ＋    ・ ＋ ・ ＋ ・    ・ ＋ ＋ ・  20．Poecilochthoniusitalicusspeciger  ・ ＋ ・ ＋ ・   
21．Ceratoppiabipilis  
22．Epilohmanniasp．D   ：＝   

合 計 種 数   31 30 26 2419 19 2410 24 24 20 26 26 21  
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表6 東北地方北部の森林限界以上の亜高山帯のササラダニ相  

田
弘
前
銅
ハ
イ
マ
ツ
 
 
 

弘
前
3
6
ハ
イ
マ
ツ
 
 

甲
弘
前
7
ハ
イ
マ
ツ
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前
3
1
ハ
イ
マ
ツ
 
 

八
弘
前
5
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
 
 
 

弘
前
8
4
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
 
 

号
 
 
物
 
 
 

音
 
 
植
 
 
 

料
 
 
占
 
 
 

資
 
 
優
 
 

弘
前
3
3
ミ
ネ
ヤ
ナ
ギ
 
 

弘
前
4
1
ミ
ヤ
マ
ナ
ラ
 
 

弘
前
4
0
ミ
ネ
カ
エ
デ
 
 

弘
前
4
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
幸
 
 

弘
前
3
ミ
ネ
ヤ
ナ
ギ
 
 

弘
前
3
2
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
 
 

弘
前
銅
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
 
 

弘
前
6
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
 
 

弘
前
錮
ヌ
マ
ガ
ヤ
 
 

弘
前
2
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
 
 

Ⅰ．ぬcropylina（M群）  

1．Brachychochthonius aokii   
2．Brachych∝hthoniusmiy乱1Chi   
3．P髄Cil∝bthcniusitalicns s搾Ciger   
4．Licdlthcnius EnlSCOn皿   
5．Licdthoniusgaltn   
6．Li∝hthcnius spp．   
7．Syndlthonius eleganS   
8．Synchthonius crenulatus   
9．恥rxx：hthonius rufu1us   

川．恥印dthoniussp．A  
ll．Hy耶hthcniellaninutissi皿a  
12．Hy匹hthmiellasp．A  
13．Parhy匹dlthonius ad）idims  
14．Eul血皿1iarib喝ai  
15，AplohnaJmiagigantea  
16．Epild皿弧niasp．D  
17．PhthiracaruS japnicus  
lg．PhthiracaruS Sp．J  
19．Paradlthiramrussp．H  
2D．Atro耶ruS Striculus  
21．Oritx）tritia fennica   

22．Oritx）tritia tokukcae  
23．Maerkelotritia kishidai  
24．Protoritx）tritiasp．A  
25．Rhysotritiaardua  
26．NothruS biciliatus  
27．、Nothms silvestris  
28．ⅣotbmsI祖1ustris  
2g．臨misla biurus  
80．Canisiaspinifer  
81．伽isialap卯niG1  
32．α皿isiasp．A  
33．HeninothruS搾1tifer ja叩1enSis  
34．HeELinothrusyanasakii  
∬．HeⅡ】1nothms minor  

38．Hen）inothruS targioni  
37．HeJninothruS Sp．A  
38．TrhyfXXhth皿ius ja叩rlicus  
3g．】alaconothruS PygmeuS  
40．MalaccnothruS ja卵1icus  
4l．Trimla00nOthruS Sp．X   

II．砂皿皿Ota（G群）  

42．N釘1Ilenmia nむ1a  
48．Hermiagibぬ  
44．Hermiasp．C  
45．Hermmiellasp．D  
46，Li∝ks sp．X  

47．Hy鵬ameusspp．  
4％．Epidameus spp．  
49．ぬ1ぬspp．  
50．Ce頭IeuSlatus  
5l．CedleuS Sp．D  
52．Ce画1euS Sp．B  
53．Eupterotegaeus armtus  
54．Conoppia palnicincta  
55．Conoppiasp．B  
56．Ametroprcctus reticulatus  
57．Fosseremsquadri搾rtitus  
5写．Ere血blb ja叩1i〔a  
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59．AneruS Sp．A   
6D．ねenosaneus s阿tiosus   
61．EreJnaeuS tenuisetiger   
62．Pertenuiala orbiculata   
68．Tenuialdes血sifor血is   
64．Tenuialasp．A   
65．Liacams acutidens   
66．LiacaruS COntiguus   
67．Liacarussp．L   
68．（加1troribula tridentata   

69．Cultroribula sp．K  
70．Cultroribulasp．F   
7l．（おratoppiabipilis   

72．Ceratoppis sexpilosa  
T3，Ceratoppiaquadridentata   
74．Cara旭es r加us ri皿刃uS   
75．払ra旭es【X3miculatus  
76．Tect∝治dleuSVelatus  
7T．Tect00e如eus cuspidentatus  
78．Tect∝e由eus elegaJIS  
79．Tect∝e由eus spp．  
30．Ne血aCePheusdentatus  
81．Fissice由eussp，K  
B2．Oppianeerl弧dica  
83．Oppiasp．41  
84．Oppiasp．S4  
g5．伽piellanova  
彦6．Quadroppiaquadriarinata  
87．Suctdtx，1t治11aspp．  
8苫．All∞uCtdtx！1一迫SP．C  

g9．Scapheremaeusyanashitai   

III．Pronota（P群）  
90．Linnozetes ciliatus？  
91．InGltnteS Sp．D  
92．Oriぬtulasp．H  
93．Orihtulasp．C  
94．Schelorit迫teSSp．H  
95．Sdeloriぬtes＿Spp．  
96．Cha皿OtnteS PuSillus  
97．Ol加ぬtessp．C  
98．Ceratozetes n由i∝ris  
99．1Ceratozetesgracilis  
lOO．Ceratozetes sp．K  
川1．（泡mt∝eteSSP．C  
lO2．Cerat（沼etellasp．B  
lO3．Diapter血tes variabilishonshuensis  
IM．Diapter血tes ja卿iαlS  
lO5．Trichoritntes rausensis  
lO6．Trichoritntesalpinus  
lO7．Cbesotates kumdai  
lO8．MelaJICaeteS m3ridianuS  
lO9．ぬ血tes sp．‡  
110．Allcwcdtnte＄1ichenis  
lll．Eu搾lops sp．1  
112．Eu搾1q膵Sp．2  
113．E叫声lo膵Sp．3  
114．Oritntellasp．D  
l15．Tegori一迫teS trifolius  

l16．LBpidozetesdashidorzsi  
‖7．Achipteriacoleoptrata  
118．Achipteriasp．D  
l19．Achipteriasp．E  
120．Achipteriasp．F  
121．ParaChipteriadistincta  
122．ProtokaluⅢmaParVisetigerum  
123．Pergal皿1aSP．S  
124．払山mi血esp．0  
125．Galt皿1i血e sp．D  

十  十   十  

＋   十 ＋ ＋ 十 十 十 十  
十 十 十  

十  

十   

十 十  

十
十
 
 
＋
 
 
 

十
 
 

十
 
 

十
＋
 
 

十
十
 
 
 

十
十
 
 

十
十
 
 
 

十
 
 

十
 
 
 

十
 
 ＋

 
 十

十
 
 

十 十 十 十 ＋ 十 十 ＋ 十 十 十   十 十 十  

十  

十  

十   

十
十
十
 
 

十
 
 
十
 
 
 

十
十
 
 
十
 
 

十
 
 
十
 
 

十
 
 
十
 
 

十
 
 
十
 
 

十
十
十
十
 
 

十
 
 
十
十
 
 

＋
十
十
十
 
 

＋
十
十
 
 

十
十
十
 
 

十
 
 

十
 
 

十
 
 
十
 
 

十
 
 

十
 
 

十  

十  十  

＋ ＋  

十   十 十   十   十 十 十  

十 十 ＋  

十 十 十 十   十 十  

十  

＋  十   十  

十 ＋ 十   十  

十 十 十 十  ′  

＋   

十   十  
亜  

l  

十 十 十   ＋  1  

十  

十 十 十 十   十   十  

十   ＋ 十 ＋ ＋ 十 ＋ ＋ 十 十 十 ＋  
十  ＋  

十  

十  

＋  

＋ 十  

＋  

＋ 十  

十 十 十  十 ＋  

2 8 1 3 1 5 5 9 7 T g 8 5 6 618  

3 2 5 4  岩 音 ＄1517161g 3  9 91315  
1 8  2  5  8  5  5  4  8  7  5  2  4  7  6  5  

611 812171富 川 2苫 3¢ 30 311318 22 25 38   

Gymonota㈱ の種数‡  
恥r00Ota（有翼類）の種数‡   

種 数 合 計＊  



F
l
一
汁
、
．
．
 
ヽ
 
 

71   

十  

＋ 十   十  

＋   ＋   ＋ ＋ ＋ 十 ＋  

十  十 十  

十  

十 十   十 十 ＋ 十 十  
十 十 十 ＋ 十 ＋ 十  

十  

十  

十  

十  

十  十  

十  

十 十 十 十  

十  

十   十  

＋   十 十  

＋  

＋ 十 十 十  

十  十
＋
 
 
＋
 
 

＋
 
 

十
 
 

十
 
 
十
 
 

十
十
十
 
 

＋
十
 
 

十
 
 

＋
 
 
十
 
 

十
 
 

＋
十
 
 

十
十
 
 
 

十
十
十
十
 
 

＋
 
 
十
 
 

十
 
 

十
 
 
十
十
 
 

＋
 
 

＋
十
 
 

十
 
 
 

十
十
 
 

十
 
 
 

十
十
 
 
 

十
 
 

十
 
 
 

十
 
 
 

十
 
 
 

十
 
 
 

＋
 
 
 

十
 
 

十
 
 

十 ＋ 十   

十  十   十 十 十 十  

十 十 ＋ 十 十 十 ＋ 十 ＋ 十 ＋ 十  
十 ＋ ＋ 十  

十   

十  十 十 十 十   十  

十 ＋ 十 十 十 十 十 十 ＋ 十 十 十 ＋ 十  
十   十  

十  

ヽ  

ヽ  

ヽ  

ヽ  

■  

ヽ  

ヽ●  

十  十  

十 十 ＋ 十  

十
＋
 
 
 

十
十
十
十
 
 
 

＋
 
 
十
＋
 
 
 

＋
十
 
 

＋
 
 

十
十
十
 
 

十
 
 
 

十
十
十
十
十
十
十
 
＋
 
 

十
十
 
 

十
 
 

十
 
 

十
 
 
 
十
 
 

十
 
 

十
十
 
 

十
 
 
 

十
十
 
 

＋
 
 
十
 
 

＋ 十   十   十 ＋  

十  

＋ ＋ ＋   

十  ＋ ＋ ＋ 十 十  十
 
 

＋
 
 

＋
 
 

十
 
 
 

十
 
 
十
 
 
 十

十
 
 

十
 
 

＋
 
 

十
＋
 
 

十
十
 
 

十
 
 

十
 
 

十
十
十
 
 
 

十
十
十
 
 

＋
 
 

十 十  

＋   十 十 ＋ ＋  十 十  

十  十 十  ＋  

十 十  

＋
 
 十  

＋  

＋   十 十 十 十 十 十   十   ＋  

＋  

十   

十  十 十 十   十 十 十  

十  十  

＋  

＋
 
 

十 十  
十
 
 

＋
 
 
 

・
l
l
 
l
－
♪
n
V
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

2
 
7
 
n
上
V
 
】
ワ
ー
 
 

2
 
 

∩
エ
リ
 
3
 
r
ヽ
V
 
∧
h
U
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

0
 
6
．
1
】
 
∧
‖
V
 
 

ウ
リ
 
 

n
九
V
一
亡
‖
 
＿
リ
．
－
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
n
く
U
 
 

7
 
g
 
5
 
■
－
－
■
 
 

l
 
n
く
U
 
 

q
Y
．
1
山
】
 
n
く
U
 
♪
l
U
 
 

1
 
 
 
 
 
 
2
 
 

6
 
6
 
巾
l
リ
 
5
 
 

一
】
一
一
 
 
 
 
 
2
 
 

9
 
n
V
 
∧
h
U
 
【
L
d
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

・
■
几
T
 
A
■
 
7
 
5
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

8
 
9
 
「
ヽ
V
 
n
V
 
 

2
 
 

n
X
V
 
l
－
【
J
Y
・
・
▲
1
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

▲
A
】
 
n
一
U
 
’
d
 
爪
‖
 
 

3
 
2
 
1
d
1
 
9
 
 

8
轟
－
∧
コ
U
 
亡
n
 
7
 
 

1
 
 
 
 
2
 
 

∧
〓
V
．
一
川
t
 
O
d
 
ワ
ー
 
 

l
一
l
 
 
 
 
 
り
山
 
 

1
 
6
 
爪
h
U
 
n
t
U
 
 

l
－
1
 
 
 
 
q
．
U
 
 

7
 
■
・
l
一
g
 
9
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

ハ
h
U
 
■
．
■
■
 
7
 
人
目
▲
V
 
 

l
 
q
ム
ー
 
 

1
 
7
 
8
 
0
0
 
 

1
．
1
一
l
■
．
1
 
3
 
 

2
 
5
 
「
■
一
 
2
 
 

1
 
1
 
 
 
 
れ
■
U
 
 

7
 
■
L
J
・
J
▲
T
－
6
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

n
－
0
 
2
 
T
 
7
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

．
一
丁
 
d
轟
V
 
■
〃
■
リ
 
▲
n
U
 
 

q
ム
ー
 
 

7
 
5
 
7
 
9
 
 一
．
・
．
1
 
 
 
 
 
2
 
 

7
 
．
一
■
T
 
7
 
8
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

0
爪
V
 
g
 
n
▲
V
 
「
ヽ
■
 
 

2
 
 

＼＼  



72  

（3）秋田駒ヶ岳のササラダニ種組成   

秋田駒ヶ岳の採集地は，ミヤマハンノキ低木林の一  

部とチシマザサ群落を除けば，1490～1590mの標高  

差100mの範囲に位置している。そのため高度差に  

よる相違ははとんどみられず，地形に基づく植生の違  

いがササラダニ種組成に関与している。 尾根筋の立  

地の安定したところにはヤリタマゴダニエiα＿  

Cαr乙‘β αC乙↓££de715，キバグニ動画か0£曙αe乙↓S  

αrmα£㍑β， ヒメアラゲオニダニ助m£花0£んr比5  

m£几Orなどの種によって，不安定な斜面に生育する  

モミジカラマツ群落やミヤマハンノキ低木林のササラ  

ダニ相と区分される。 ハイマツやミヤマネズの低木  

林およびガンコウラン群落では，森林限界以上の高海  

抜地を特徴づけるイオウゴケダニA〃omッcoわαねS  

gicんe71isやコロポックルダニAme£r叩rOC£㍑Sre孟i－  

c乙‘ヱα£比βが出現している。   

コバネダニ属の一種Cerαねzeねぎsp．Cがハイマツ  

やミヤマネズの低木林や矯性低木群落で欠如している  

が，八甲田山においても同様な植生9カ所で欠落して  

いる。本種は針葉やクチクラの発達した葉を好まない  

ようである。モミジカラマツ群落やミヤマハンノキ低  

木林の生育地は，融雪が遅く，湿潤な土壌環境を形成  

している。ここにはヨコヅナオニダニⅣ0亡ん「乙↓β  

卯血励壷やタカネコバネダニフナ云cんor£わα孟eぶα如一  

花比5のはかダルマヒワダニ科の種が生息し，尾根筋の  

ササラダニ相との相違を示している。  

それ以北の地域からは今のところ発見されていない。   

また，エゾクマゴダニは中部や関東地方の高山・亜   

高山帯と北海道からの採集報告はあるが，東北地方   

の山岳からの報告はない。これら2種のツヤクマゴ   

ダニ属の欠如は東北地方の森林限界以上の亜高山帯   

のササラダニ相を特徴づけるものである。  

6．本州中部地域の亜高山帯以上では生息が確認され   

ていないハナビラオニダニが発見されたことと，生   

息地はいずれも落葉が豊富に堆積する低木林や倭性   

低木群落であることが判明した。  

7．ササラダニ種組成は，植生の構造や形態に大きな   

影響を受けている。  

8．岩手山東斜面のササラダニの垂直分布は，森林限  

界を境に異なっている。また，本州中部地域の高山・  

亜高山帯に生息するコロポックルダニが山地帯にも  

分布していることが判明した。  
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摘  要   

1．東北地方北部に位置する八甲田山，岩手山および   

秋田駒ヶ岳の森林限界以上の亜高山帯に生息するサ   

サラダニ類を対象に，その種組成や分布状況を調査   

した。  

2．MGP分析Ⅰを試みた結果，各群とも20～50％の   

範囲にとどまり，0型に判定され，高海抜地の典型   

的タイプを示した。  

3．本州中部地域や東北地方南部の高山・亜高山帯と   

同様に，コバネダニ科の種数が多いこと，ツブダニ  

科の種数が少ないこと，ヒメへソイレコダニの出現  

頻度が低く，個体数が少ないことなどが確認された。  

4．山地帯以下ではきわめて普通に生息しているイカ   

ダニ科とコソデダニ科の種が欠如することが多く，  

存在してもごくわずかにすぎないところは本州中部   

地域と同じである。  

5．ツノツキクマゴダニは至仏山や爆ケ岳を北限とし，  
々  

ゝ  

を 参   




